
森林・林業経営の循環

植栽

育成

伐採

戦後の拡⼤造林を経て
森林資源は蓄積。伐採のタイミング。

⽊材価格低迷や植林
コスト⾼で再造林進まず。

植林コストの低減により
再造林を促進し、偏って
いる齢級を平準化。
さらに短伐期施業により、
継続した国産材の安定
供給。

（出所︓上︓⾦庫作成、下︓林野庁）

 ⼭元における森林・林業経営を循環させ、森林の多⾯的機能を発揮。

参考資料①︓プロジェクトの狙い



参考資料②︓プロジェクトのポイント

ポイント 内容 （参考）イメージ

①早⽣樹の活⽤

・「早く」「成⻑する」「樹種」の総称
で、スギやヒノキに⽐べて成⻑量が
⼤きな樹種（コウヨウザン）を活
⽤することで、伐期の短縮（50
年→30年）に繋げる。

②コンテナ⼤苗による
⼀体作業

・コンテナ⼤苗（育苗⽤の培⼟を
⼊れた専⽤の容器で⽣産された
⼟付きの⼤苗）を活⽤することで、
伐採・造林の⼀体作業による地
拵えの省略や、下刈り回数の削
減に繋げる。

③植林の疎植

・従来、約3,000本/haの植林が
⼀般的なところ、1,500本/haに
植栽本数を絞ることで、短伐期で
間伐作業を必要としない施業に
繋げる。

従来
3,000本/ha
(本数多）

コウヨウザン（出所︓⼀般財団法⼈広島県森林整備・農業振興財団）

今回
1,500本/ha
(本数少）

コウヨウザンのコンテナ⼤苗（出所︓⼀般財団法⼈広島県森林整備・農業振興財団）



参考資料③︓プロジェクトの効果
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<従来型の造林〜主伐イメージ（スギを想定）>

<低コスト再造林プロジェクトで⽬指す姿>

地拵・植栽 下刈り
(約5年間）

除伐 切捨間伐 利⽤間伐 利⽤間伐 主伐

地拵・植栽
（低密度植栽)

下刈り
(回数削減）

除伐
（切捨間伐削減）

主伐

育林費

育林費

効果①
育林コストの削減

（従来⽐半減を⽬指す）

効果②
育林期間の短縮
（50年→30年）


